
3 学期始業式のお話 

 

児童生徒のみなさん、最初に新年のあいさつを行いましょう。「みなさん、あけましておめでとうござい

ます。今年もよろしくお願いします。」 

日本ではこの年末年始は大きな災害や事故もなく、先ずはホッとしましたが、ウクライナ紛争やガザへ

の空襲等は依然として続いていますし、お隣の韓国では痛ましい航空機事故があるなど、世界中が平和

な新年を迎えることは大変難しいということを改めて感じました。 

 

みなさんの冬休みはいかがでしたか？穏やかに楽しく過ごすことができましたか？お年玉はたくさんも

らえましたか？9 年生は受験勉強頑張りましたか？冬休みにあったことを友達や先生にたくさん教えて

あげてくださいね。 

 

今日からいよいよ令和７年、２０２５年が始まりました。2 学期の終業式に校長先生は「一年の計は元旦

にあり」という言葉を皆さんに伝え、冬休み中に来年の目標を決めてくださいというお願いをしました。

新年の目標をしっかり立てることが出来ましたか？勉強？クラブ活動？習い事？なんでも結構ですので、

目標をしっかりとたててくださいね。校長先生のお家では毎年、元旦の朝に家族一人一人が今年の目標

を発表しなければならいというルールを決めています。それ程目標を決めることを大切に考えているの

です。 

 

話は変わりますが以前テレビで自動車の運転が上手い人とそうでない人の何が違うかを検証する番組が

ありました。そこでは運転者の視線（どこを見ているか）が運転の上手い下手を左右する大きな要素だと

結論付けていました。まあ、それだけではないでしょうが、運転の上手い人の視線は絶えず遠くと手前を

順番に何度も見ていました。下手な人は手前ばかりを見ていることが多かったです。 

 

人生もこれに通じないでしょうか？絶えず目標という遠くを意識し、そのために手前にある課題を克服

していくことが大切になってくると思います。目標という遠くを意識することで、人生の中で迷ったり、

止まったりすることが減っていくのではないでしょうか？ 

3 学期は 4 年生の立志式・6 年・9 年生の卒業式といった大きな学校行事に加えて、9 年生にとっては受

験もあります。その他小学校では新今宮祭りもあり、慌ただしく過ぎていきます。 

目標というゴールをしっかり持って、3 学期、そして今年 1 年を過ごしてください。よろしくお願いしま

す。 

 

これで校長先生の 3 学期始業式のお話を終わります。 

 

 


